
阿
部
昭
教
授
は
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
生
れ
で
、
古
希
を
迎
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
栃
木
県
の
出
身
で
、
東
京
教
育
大
学

文
学
部
日
本
史
学
専
攻
卒
業
後
、
栃
木
県
の
県
立
高
校
教
諭
を
歴
任
さ
れ
、
県
教
育
委
員
会
や
県
立
公
文
書
館
開
設
に
大
き
な
貢
献
を

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
四
月
、
国
士
舘
大
学
文
学
部
国
史
学
専
攻
助
教
授
と
し
て
就
任
さ
れ
、
教
授
、
学
部

長
、
法
人
常
任
理
事
と
し
て
、
二
六
年
間
の
長
き
に
亘
っ
て
専
攻
、
学
部
、
大
学
、
法
人
の
発
展
の
た
め
に
努
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
二
○
一
三
（
平
成
二
五
）
年
六
月
、
国
士
舘
大
学
名
誉
教
授
が
大
学
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

阿
部
教
授
の
学
問
業
績
に
つ
い
て
は
、
研
究
業
績
一
覧
で
わ
か
る
よ
う
に
、
近
世
村
落
構
造
の
研
究
を
中
心
に
、
多
方
面
に
亘
っ
て

多
く
の
著
書
や
研
究
論
文
を
著
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
大
学
の
仕
事
を
こ
な
し
な
が
ら
の
研
究
に
は
敬
服
い
た
し
ま
す
。
（
「
研
究
業
績

号
は
、
阿
部
教
授
の
退
庁

あ
り
、
借
越
な
が
ら
考
一

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

表
参
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」
）

さ
て
、

阿
部
昭
教
授
は
、
二
○
一
三
（
平
成
二
五
）
年
三
月
を
も
っ
て
国
士
舘
大
学
を
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
国
士
舘
史
学
」
第
一
八

は
、
阿
部
教
授
の
退
任
記
念
号
に
な
り
な
り
ま
す
。
本
記
念
号
の
発
刊
に
あ
た
り
、
阿
部
教
授
の
本
学
就
任
か
ら
の
お
付
き
合
い
も

り
、
借
越
な
が
ら
考
古
・
日
本
史
学
専
攻
・
日
本
史
学
会
を
代
表
し
て
、
教
授
の
本
学
で
の
足
跡
を
紹
介
し
な
が
ら
ご
挨
拶
を
述
べ

阿
部
昭
教
授
と
国
士
舘

阿
部
助
教
授
が
就
任
さ
れ
た
頃
の
国
士
舘
大
学
は
、
過
去
の
不
祥
事
を
乗
り
越
え
大
学
改
革
が
進
み
始
め
た
頃
で
し
た
。
当
１

文
学
部
考
古
・
日
本
史
学
専
攻
教
授
佐
々
博
雄



時
の
国
史
学
専
攻
（
現
考
古
・
日
本
史
学
専
攻
）
は
、
教
授
二
名
専
任
講
師
二
名
で
、
な
か
な
か
新
し
い
改
革
を
進
め
る
に
は
、
中
堅

と
な
る
教
員
が
い
な
い
状
態
で
し
た
。
そ
こ
で
、
阿
部
助
教
授
は
、
ま
ず
専
攻
学
生
の
立
場
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
取
り
組
み
、

専
攻
内
の
履
修
体
系
の
整
理
と
新
科
目
の
設
置
を
提
案
し
実
現
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
考
古
学
科
目
の
整
理
と
、
史
料
学
関
連
科
目

の
新
設
で
、
現
在
の
専
攻
科
目
の
骨
格
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
教
授
昇
格
後
、
専
攻
・
教
務
主
任
を
務
め
学
部
運
営
に
努

力
し
、
さ
ら
に
学
部
長
に
選
出
さ
れ
る
と
学
部
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
実
現
化
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
継
い
で
、
法
人
理
事
・
常
任
理
事
に
就
任
、
大
学
全
体
経
営
に
も
関
与
し
、
国
士
舘
福
祉
専
門
学
校
の
廃
校
整
理
な
ど
を
手
掛
け

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
士
舘
百
年
史
事
業
担
当
理
事
と
し
て
国
士
舘
史
資
料
室
を
新
設
し
、
初
代
資
料
室
長
を
兼
務
さ
れ
、
現
在
も

百
年
史
編
纂
顧
問
・
専
門
副
委
員
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
退
職
後
は
、
学
会
委
員
や
栃
木
県
を
中
心
と
し
た
文
化
財
審
議
会
委
員
・
史
跡
調
査
整
備
委
員
な
ど
の
公
職
に
就
か
れ
、

地
域
の
文
化
行
政
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
共
は
、
こ
の
よ
う
な
阿
部
先
生
の
教
育
・
研
究
に
対
す
る
熱
心
な
姿
勢
を
見
習
い
、
今
後
、
学
生
・
院
生
の
教
育
・
研
究
に
生
か

私
共
は
、
こ
の
よ
う
な
阿
部
先
坐

今
後
と
も
、
私
共
後
輩
へ
の
ご
指
導
ご
鞭
捷
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
簡
単
な
が
ら
先
生
の
足
跡
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
感

謝
の
気
持
ち
に
換
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
先
生
の
ご
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
私
共
後
輩
へ
の
ご
拒
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